
 
 

 
【重点審議事項の論点整理について（健康医療福祉部所管分）】 

重点審議事項 委員会における取組状況 主な論点 委員会における主な意見 備  考 

新型コロナウイルス感

染症対策について 

 

○令和３年４月27日 常任委員会 
・議第81号 令和３年度滋賀県一般会計補正予
算（第１号） 
 
○令和３年５月19日 常任委員会 
・新型コロナウイルス感染症にかかる県内の感染
動向等について 
 
○令和３年６月24日 常任委員会 
・議第89号 令和３年度滋賀県一般会計補正予
算（第２号） 

 
○令和３年７月９日 常任委員会 
・議第90号 令和３年度滋賀県一般会計補正予
算（第３号）および議第104号 令和３年度滋賀
県一般会計補正予算（第４号） 
 
○令和３年８月25日 常任委員会 
・議第109号 令和３年度滋賀県一般会計補正予
算（第６号） 
 
○令和３年10月１日 常任委員会 
・議第110号 令和３年度滋賀県一般会計補正予

算（第７号） 
 
○令和３年11月10日 常任委員会 
・新型コロナウイルス感染症にかかる県内の感染
動向等について 
 
○令和３年12月15日 常任委員会 
・議第159号 令和３年度滋賀県一般会計補正予
算（第12号） 
 
○令和３年12月21日 常任委員会 
・議第180号 令和３年度滋賀県一般会計補正予
算（第13号） 

医療提供体制につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検査体制について 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自宅療養される患者が急変した場合にも対応できるよう、医

療へつなぐ体制や、相談できる体制をしっかりと整えていただ

きたい。 

 

・コロナ禍で頑張っておられる看護師については、燃え尽き症

候群を発症する心配もあるので、症状等についての注意喚起や

専門家のカウンセリングを行うなどの対応を検討していただ

きたい。 

 

・ワクチンの副反応が疑われる諸症状が出たときには、迅速に

適切な医療を受けられる体制についての広報を行っていただ

きたい。 

 

・自宅療養者への中和抗体薬の投与についても、搬送等に係る

予算をつけて実施できる体制を整えていただきたい。 

 

・新型コロナウイルス感染症の後遺症については、受診相談セ

ンターに連絡があれば診療科等を案内するというだけではな

く、窓口を広報するなど、しっかり対応していただきたい。 

 

・高齢者施設等への重点的検査の実施に当たっては、検査を実

施したいが医師による診療を受けられる体制をとれない施設

について、医師と連携が取れるようサポートしていただきた

い。 

 

・中和抗体薬や経口治療薬は投与できる期間が限られているの

で、検査が遅れて投与できなくなることなどがないように、検

査体制をはじめ、必要な方に薬がしっかり投与できる体制を整

えていただきたい。 

 



 
 

○令和４年１月31日 常任委員会 
・新型コロナウイルス感染症にかかる県内の感染
動向等について 
 
○令和４年３月９日 常任委員会 
・新型コロナウイルス感染症にかかる県内の感染
動向等について 
 
○令和４年３月11日 常任委員会 
・議第53号 令和３年度滋賀県一般会計補正予
算（第15号） 

ワクチン接種等感

染拡大防止に向け

た取組について 

 

 

 

 

 

 

 

・重症化リスクの高い高齢者に一日も早くワクチンを接種でき

るよう、広報などにも力を入れていただきたい。 

 

・ワクチンによる副反応については、ワクチンを接種するかし

ないかの判断材料になるので、積極的な情報開示に努めていた

だきたい。 

 

・ワクチンの供給がなければ、市町はいくら体制を整えても動

きが取れないので、ＶＲＳ（ワクチン接種記録システム）への

入力により接種の実績をきちんとつかんだ上で、国に対して必

要量をしっかり供給するよう要求していただきたい。 

 

・ワクチン接種について、障害者の中には、大規模接種会場の

ような慣れない場所や、長時間待つことが困難である方もいる

ので、市町とも相談しながら、そうした方々への対応を講じ、

ワクチンを打ちたい人が打てる環境を整えるよう検討してい

ただきたい。 

 

・特に小児にワクチンを接種させるかどうかの判断に当たって

は、デメリットを上回るメリットがあるのかが重要であるの

で、中立で正確な情報の提供を行っていただきたい。 

 
 
 



 
 

 
重点審議事項 委員会における取組状況 主な論点 委員会における主な意見 備  考 

地域福祉の推進につい

て 

○令和３年７月９日 常任委員会 

・次期滋賀県地域福祉支援計画（原案）について 

 

○令和３年10月１日 常任委員会 

・滋賀県地域福祉支援計画（案）について 

・一般所管事項について 

 

滋賀県地域福祉

支援計画につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

困窮者対策につ

いて 

・コロナ禍が長引く中で、フレイル予防がなかなかできていない

ので、認知症予防等も含めて取組を強化していただきたい。 

 

・ひきこもりをはじめ、支援を必要とする人を孤独にさせない、

孤立させないということが重要であり、そうした人の居場所につ

いては、予算をつけてしっかりと支えていただきたい。 

 

・災害時の要配慮者の避難支援について、実際に避難支援をする

自治会や自主防災組織では、個人情報の問題もあり、要配慮者を

把握することが難しいという課題があることから、そうした団体

と県、市町が連携を強化して避難支援の推進に取り組んでいただ

きたい。 

 

・ヤングケアラーについては、子供や若者が自分の未来を描ける

かどうかに関わる非常に重要な問題があるので、学校等も巻き込

みながらしっかり取り組んでいただきたい。 

 

・コロナ禍で、地域のつながりが希薄化する中で、生活福祉資金

の償還等が始まると、困窮者を取り巻く様々な問題が出てくる可

能性があるので、行政の縦割りをなくして、包括的・重層的支援

に取り組んでいただきたい。 

 

・コロナ禍で、生活福祉資金を借りられる方など生活にお困りの

方とのつながりが増えてきているので、そうした方を他の支援に

つないでいけるよう、今後もフォローしていただきたい。 

令和３年

10月 

滋賀県地

域福祉支

援計画策

定 

 



 
 

【重点審議事項の論点整理について（商工観光労働部所管分）】 
重点審議事項 委員会における取組状況 主な論点 委員会における主な意見 備考 

新型コロナウ

イルス感染症

対策について 

 

○令和３年４月27日 常任委員会 
・議第81号 令和２年度滋賀県一般会計補正予算（第１号） 
 
○令和３年６月24日 常任委員会 
・議第89号 令和３年度滋賀県一般会計補正予算（第２号） 
 
○令和３年７月12日 常任委員会 
・議第90号 令和３年度滋賀県一般会計補正予算（第３号） 
 
○令和３年８月６日 常任委員会 
・議第108号 令和３年度滋賀県一般会計補正予算（第５号） 
 
○令和３年８月25日 常任委員会 
・議第109号 令和３年度滋賀県一般会計補正予算（第６号） 
 
○令和３年９月８日 常任委員会 
・新型コロナウイルス感染症にかかる経済・雇用対策について 
 
●令和３年９月８日 県内行政調査 
新型コロナウイルス感染症拡大により影響を受ける県内事業
者の方々との県民参画委員会（彦根市） 
・新型コロナウイルス感染症拡大による事業への影響について 
 
○令和３年９月14日 常任委員会 
・議第146号 令和３年度滋賀県一般会計補正予算（第９号） 
 
○令和３年10月４日 常任委員会 
・議第110号 令和３年度滋賀県一般会計補正予算（第７号） 
 
○令和３年10月８日 常任委員会 
・議第157号 令和３年度滋賀県一般会計補正予算（第10号） 
 
○令和３年12月14日 常任委員会 
・議第159号 令和３年度滋賀県一般会計補正予算（第12号） 
・一般所管事項について 
 
○令和４年２月14日 常任委員会 
・議第52号 令和３年度滋賀県一般会計補正予算（第14号） 
 

事業者支援

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

需要喚起に

ついて 

 

 

 

 

・新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けて苦しんでおられる県内

の事業者全体を見渡し、しっかりとフォローする施策を講じていただき

たい。 

 

・営業時間短縮要請に係る協力金や経営力強化支援事業補助金について

は、交付決定等を速やかに行い、コロナ禍で大変な事業者を支援できる

よう取り組んでいただきたい。 

 

・事業継続支援金の審査事務の委託に当たっては、複雑なものは専門の

業者や熟達した業者に委託するなど、審査のスピードを高める工夫に取

り組んでいただきたい。 

 

・事業継続支援事業については、事業者支援のためにできるだけ早期に

執行できるようにしていただきたい。 

 

・しが安心宿泊割引事業については、利用のための要件確認など、しっ

かりと感染拡大予防が図れる制度設計を行っていただきたい。 

 

・長引くコロナ禍で先行きが見えず、中小企業の経営環境は非常に厳し

い状況であるからこそ、現場の声をしっかりと聞き取って、そうした企

業に寄り添った施策を実施していただきたい。 

 

・プレミアム付きデジタル商品券について、登録店舗から利用者にＰＲ

できるグッズや、飲食店以外でも使えることのＰＲなど、もっと購入、

利用してもらえる対策を考えていただきたい。 

 

（県民参画委員会の出席者からの意見） 

・滋賀県に行ってもいいという雰囲気を醸成するためにも、県外からの

観光客を誘客するキャンペーンを継続してもらいたい。 

 

 

 

 



 
 

○令和４年３月８日 常任委員会 

・令和４年度滋賀県中小企業活性化施策実施計画の策定等につ

いて 
・一般所管事項について 
 
○令和４年３月11日 常任委員会 
・議第53号 令和３年度滋賀県一般会計補正予算（第15号） 
 
○令和４年３月18日 常任委員会 
・議第73号 令和３年度滋賀県一般会計補正予算（第16号） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（県民参画委員会の出席者からの意見） 

・コロナ禍で滋賀の様々な産業が打撃を受けており、滋賀の食文化の向

上を通じて、おもてなしを受ける観光客等へアピールし、ひいては滋賀

の産業や経済の発展にもつながるよう、近江の地酒でもてなし、その普

及を促進する条例のバージョンアップを検討していただきたい。 

 

・ここクーポンに係る情報漏洩について、県を信頼して購入いただいた

県民の皆様の信頼を裏切ることのないよう、県としてどのような対応が

できるのか、しっかりと検討した上で対応していただきたい。 



 
 

 
 

重点審議事項 委員会における取組状況 主な論点 委員会における主な意見 
備  

考 

地域経済の活

性化と人材育

成について 

○令和３年５月19日 常任委員会 

・令和３年度中に策定、変更がされている計画等について 
 

○令和３年７月12日 常任委員会 

・議第90号 令和３年度滋賀県一般会計補正予算（第３号） 

・滋賀県男女共同参画計画・滋賀県女性活躍推進計画（原案）

について 
 
●令和３年７月27日 県内行政調査 

滋賀県立男女共同参画センター（近江八幡市） 

・コロナ禍における相談、支援等の状況およびＧ－ＮＥＴしが

女性の起業応援センターの取組について 

滋賀マザーズジョブステーション（近江八幡市） 

・コロナ禍における女性の就労サポート等の状況について 

近江上布伝統産業会館（愛荘町） 
・近江上布伝統産業会館の後継者育成と活性化への取組につい
て 
 
○令和３年10月４日 常任委員会 

・議第110号 令和３年度滋賀県一般会計補正予算（第７号） 

・近江の地場産業および近江の地場産品の振興に関する施策の

実施状況について 

・滋賀県職業能力開発計画(骨子案）について 

・滋賀県男女共同参画計画・滋賀県女性活躍推進計画(案)につ

いて 

・一般所管事項について 

 

○令和３年11月10日 常任委員会 

・近江の地場産業および近江の地場産品の振興に関する基本的

な指針の策定について（骨子案） 

・（仮称）滋賀県観光振興ビジョン骨子案について 

滋賀県の経

済の活性化

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人材育成に

ついて 

 

 

・中小企業の中には、世界各地の様々な情報を拾って、自社にどう生か

すかというところまで手が回らない企業もあるので、県として支援して

いただきたい。 

 

・ここ滋賀については、県内の様々な方が参画して情報発信し、滋賀県

の関係人口の増加やブランド化に資する取組に努めていただきたい。 

 

・コロナ禍で国内に回帰する企業もある中で、県の税収増加に寄与する

企業立地に積極的に取り組んでいただきたい。 

 

・地場産業や地場産品は、歴史や伝統のある非常に大切なものであるが、

生産額が小さなものもあり、そうした状況を把握した上で、今後伸ばし

ていけるように、近江の地場産業および近江の地場産品の振興に関する

基本的な指針に、地場産業や地場産品の現在の生産額などの記載を検討

していただきたい。 

 

・滋賀県の観光については、歴史と自然が２本柱であり、彦根城の世界

遺産登録や北陸新幹線の敦賀駅開業という今後の大きな変化を逃すこ

となく、コロナ後にしっかり盛り上がるように取り組んでいただきた

い。 

 

・観光で売り出すためには、環境整備は必要不可欠なので、必要な予算

をしっかり要求して、部局間で連携しながら環境整備に取り組んでいた

だきたい。 

 

・コロナ禍で、特に女性に多い非正規雇用者の経済面での不安が高まっ

ているので、滋賀県男女共同参画計画・滋賀県女性活躍推進計画には女

性の正規雇用を意識した目標を設定していただきたい。 

 

 

令和３

年10月 

滋賀県

男女共

同参画

計画・滋

賀県女

性活躍

推進計

画策定 

 

令和４

年１月 

情報発

信拠点

「ここ

滋賀」第

２期運

営方針

策定 

 

令和４

年３月 

しが職

業能力

開発推

進プラ

ン策定 

 

 



 
 

 

○令和３年12月14日 常任委員会 

・近江の地場産業および近江の地場産品の振興に関する基本的

な指針（原案）について 

・滋賀県東北部工業技術センター整備事業実施方針および要求

水準書（案）について 

・（仮称）しが職業能力開発推進プラン（原案）について 
 

○令和４年１月31日 常任委員会 

・（仮称）シガリズム観光振興ビジョン原案について 

・情報発信拠点「ここ滋賀」第２期運営方針(案)について 

 
●令和４年１月31日 県内行政調査 

高等技術専門校草津校舎（草津市） 

・企業や地域のニーズに応える実践的な訓練等の取組について 

 

○令和４年３月８日 常任委員会 

・令和４年度滋賀県中小企業活性化施策実施計画の策定等につ

いて 

・「近江の地場産業および近江の地場産品の振興に関する基本

的な指針（案）」について 

・しが職業能力開発推進プラン（案）について 

・シガリズム観光振興ビジョン（案）について 

・一般所管事項について 

・男女共同参画においては、男性の家事への参画も重要であることから、

育児休業取得率だけではなく、家事への参画についても数値目標を設定

していただきたい。 

 

・男女共同参画においては、一人ひとりが幸せを感じることも大切なの

で、アンケートを取る際には、幸せかどうかを問う質問も入れていただ

きたい。 

 

・就職氷河期世代の職業能力開発と活躍促進については、企業のニーズ

がないと就労には結びつかないので、企業へのアプローチに努めていた

だきたい。 

 

・職業訓練においては、女性が働きやすい環境をつくると銘打っている

企業が求める技能を身につけられるよう、その企業が求める技能等の調

査に取り組んでいただきたい。 

 

・ウクライナ侵攻について、ロシアやウクライナと直接取引のある企業

への影響と併せて、原油や原材料の高騰等の影響が懸念されるので、動

向を注視し、企業の声もしっかり聴きながら対応していただきたい。 

令和４

年３月 

近江の

地場産

業およ

び近江

の地場

産品の

振興に

関する

基本的

な指針

策定 

 

令和４

年３月 

シガリ

ズム観

光振興

ビジョ

ン策定 

 



 
 

 
【重点審議事項の論点整理について（病院事業庁所管分）】 

重点審議事項 委員会における取組状況 主な論点 委員会における主な意見 備  考 

新型コロナウイルス感 

染症対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５次県立病院中期計

画の策定と県立病院の

あり方について 

○令和３年５月19日 常任委員会 
・令和３年度中に策定、変更が予定されている計
画等について 
 
○令和３年12月15日 常任委員会 
・第五次滋賀県立病院中期計画（骨子案）につい
て 

 
○令和４年３月９日 常任委員会 
・第五次滋賀県立病院中期計画（案）について 
 
 
 
 
 
 
 
 
○令和３年10月１日 常任委員会 
・次期中期計画策定に向けた論点整理について 
 
○令和３年12月15日 常任委員会 
・第五次滋賀県立病院中期計画（骨子案）につい
て 

 
○令和４年１月31日 常任委員会 
・第五次滋賀県立病院中期計画（素案）について 
 
○令和４年３月９日 常任委員会 
・第五次滋賀県立病院中期計画（案）について 

新型コロナウイル

ス感染症対策につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経営管理について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ワクチン接種に従事する医療従事者が少ない中で、県民の健

康を守る県立病院の医療従事者として積極的に希望する方へ

のワクチン接種を支援していただきたい。 

 

・看病、付き添いやお見舞いのしやすさなども患者にとっての

環境向上ということを意識して、今後、コロナをはじめとした

感染症下においても家族とのコミュニケーションが取れるよ

うな環境の向上について検討していただきたい。 

 

・コロナ禍で、がん検診の受診率が減少しており、ＭＲＩを使

用した新しい検査技術「ＤＷＩＢＳ」の導入なども検討し、が

ん検診の受診率向上やがんの早期発見等に取り組んでいただ

きたい。 

 

・病院経営においては、経営についての専門知識とノウハウを

持った専門家に入ってもらった上で、厳しく経営していただき

たい。 

 

・赤字が続いている中で、医業収益のない総合病院の研究所に

ついては、スリム化する方向で検討していただきたい。 

 

・障害のある子供たちを診てくれる医療機関が不足する中で、

そうした患者が安心して受診できる小児保健医療センターの

担う重要な役割を大事にしていただきたい。 

 

 

令和４年

３月 

第五次滋

賀県立病

院中期計

画策定 

 


